


















































































































































































































全体 母親 父親 母親＋父親
母親 父親 母親＋父親 全体
％ (n) ％ (n) ％ (n) ％ (n) 
とても満足 62.5% 5 50.0% 1 0.0% ゜50.0% 6 満足 37.5% 3 50.0% 1 100.0% 2 50.0% 6 

































































％ (n) ％ (n) 
マット 30 3% 10 トランポリン 31.0% ， 
トランポリン 27.3% ， マット 20.7% 6 
とび箱 18.2% 6 とび緒 13.8% 4 
鉄器 12.1% 4 鉄桓 10.3% 3 
ポール遊び 9.1% 3 ポー ル遊び 10.3% 3 
平均台 3.0% 1 平均台 6.9% 2 
鬼ごっこ遊び 0.0% ゜
鬼ごっこ遊び 6.9% 2 

















































からだを勤かすごとを楽Lむ ]5-5,% ， 
人に対する礼毎やマナーを学ぷ ]2-]% 7 
じょうぷで億辰なからだになる ]0-3% 6 
自分の得意なことを伸ばす ]0-3% 6 
自分の目標に向かって努力する 8.6% 5 
仲間と協力する姿塾 ，・チーム ワークを学ぷ 6.9% 4 
ものごとに葉中する力を身につける 6.9% 4 
自分のことを自分でできるようにする 6.9% 4 
運勤に対する苦手意識をなくす 6.9% 4 
よく考えて行動できるようにする 5,.2% 3 
ス トレス解消や運勤不足の解消 3.4% 2 
勝つよろこびや負ける＜やしさを学ぷ 3.4% ,2 
選手と しての夜循が上遮する ].7% 1 
トップレベルの選手をめざす ]_7% 1 
リーダーシ ップを身につける 0.0% 0 
大会や記録会で良い成績をあげる 0.0% 0 
合計 蕊
74
容に「健康なからだづくり」の要素も取り入れていく
必要性が明らかとなった。
Ⅴ．結語と展望
　本研究は，昨今のスポーツ活動に対する気運の高ま
りから，スポーツ系の習い事に通う子どもたちが多く
なってきたことに着目し，本学のスポーツサークルの
保護者を対象とした事例を取り上げ，「親が子どもの
スポーツ活動に対して期待すること」を明らかにし
た。
　親の期待の傾向としては，子どもが技術的に上手に
なることよりも「運動に親しみ，楽しく体を動かす」
ことのように生涯スポーツに繋がる要素が求められて
いた。また「人に対する礼儀やマナーを学ぶ」「自分
の目標に向かって努力する」というように，社会性を
育むこと，人間的に成長することへの期待が高いこと
が明らかとなった。
　また，スポーツサークルに通い，実際に活動を体験
している子どもが「良かった」と感じる活動内容と，
子どもを通わせている親が「良かった」と感じる活動
内容の順位が異なっていたことも明らかとなった。子
どもが「何を求めて」スポーツ活動に参加しているの
か，親が「何を求めて」子どもをスポーツ活動に参加
させているのか，この両者の思惑に違いが見られた点
についても今後の研究に活かして行くべき資料となる
だろう。
　そして，最後には，アンケート調査によって明らか
になった内容とスポーツサークルの活動方針，指導目
的，意図が合致するのかどうかを考察した。その結
果，スポーツサークルの活動方針と親の期待に大きな
違いは見られなかったが，親が期待することの順序性
に多少の違いが見られた点から，今後の活動に向けて
改善していく必要性も明らかとなった。
　子どもがスポーツ活動に参加するにあたり，親の支
援，援助は必要不可欠な要素である。そのため，本研
究のように親の期待とスポーツ活動を提供する側の意
図が一致しているかどうかを考察した研究は今後のス
ポーツ活動を推進していく上で貴重な資料となると考
えられる。本研究によって明らかになった内容が，よ
り一層のスポーツ活動の普及に役立てば幸いである。
注記
　本研究に関する本文の執筆は小倉が行った。そのた
め，本文中の「筆者」とは小倉を指す。また，本研究
の対象となった「IPUスポーツサークル」では筆者と
体育学部体育学科の長谷川晃一氏が指導者として関
わっており，子どもたちへの指導は両者の共同作業に
よって行われた。そして，本研究におけるアンケート
の作成ならびにデータ集計・分析については体育学部
健康科学科の早田剛氏のアドバイスによって進められ
た。
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